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2018年度大規模計算機システム利用による研究成果、論文一覧

この一覧は、本センター大規模計算機システムを利用して 2018年 4月から 2019年 3月までに得られた研

究成果について、利用者から報告されたものを掲載しています。
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SC18出展報告

渡場康弘 2、伊逹進＼木戸善之＼阿部洋丈 1、吉川隆士 2、松本光弘＼上田佑樹 4

応用情報システム研究部門＼先進漏性能計算機システムアーキテクチャ共同研究部門＼

情報推進部＼情報推進部情報基盤課 4

2018年 11月に米国テキサス小卜IDallasにて開催さ

れた国際会議／展ポ会 SC18において、当センター

の概要、研究内容、および事業内容を紹介するため

の展示ブースの出展を行った。木稿ではその展示内

容や当日の様子等について報告する。

1. はじめに

大阪大学サイバーメディアセンターでは、例年、

米国で開催される国際会議 SCにおいて展ポブース

を出展する活動を継続している。 SC とは、 The

International Conference for High Performance 

Computing, Networking, Storage, and Analysisという止

式名称を持つ、 IEEEComputer Societyおよび ACM

SIGARCHによって開催されている国際会議であり、

ハイパフォーマンスコンピューティング(HPC)分野

におけるトップレベル会議の一つである。それと同

時に、 SCはHPCに関する最新機器や最先端技術の

国際見本市でもある。そのため、北米を中心とした

研究者や技術者に限らず、欧州、アジアの研究者や

技術者が集う最大級の国際会議／展示会となってい

る。ここ数年では登録者数は 1万人を超える数字が

記録されているが、特に今年は SC開催 30周年目に

あたることもあり、参加人数は過去最高の 13,071人

であったと発表されている。当センターによる展示

ブースの出展は、 2000年の初出展から数え、今回で

19回目となる。

2018年の SC(通称 SC18) は、米国テキサス」小Iダ

図1: ダラスコンベンションセンター

メリカ合衆国南部で有数の大都市である。 11月のダ

ラスの気候は平均 20℃程度と比較的温暖で乾燥し

ているといわれている。実際、到着 Hなどはこのよ

うな快適な気候であったが、開催期間中に最低気温

が氷点下となるほど冷え込んだため、日本との気温

差もあり出展者の体への負担は大きかったと思われ

る。 SC18の展示が行われるダラスコンベンションセ

ンターはダラスのダウンタウンに位置しており、敷

地面積は 2,000,000平方フィートと米国でも有数の

大規模なコンベンションセンターである。 1,000,000

平方フィートある展示スペースには、3つの ballroom、

88空の会議室、 1,750席のシアター、 9,816席のア

リーナを備える。このような大規模な展示会場にて、

391 もの企業、大学、研究所等がブースにて尻示を

行った。

ラス市にある KayBailey Hutchison Convention Center 2. 展示内容

Dallas (以下、ダラスコンベンションセンター：図 1) 本年は、以下に紹介する当センターおよび情報推

にて、 11月 12日から 17日までの期間に開催され 進部の教職員 7名（招へい教員 l名含む）、関連研究

た。なお、ダラスでの SCの開催は 2000年度に続い 部門に配属されている大学院牛 4名の合計 11名と

て 2度目であり、本センターのダラスでの展示は 2 いう構成で展示ブースの連営に望んだ。展示者の記

度目となる。ダラスはテキサス＇州の北部にあり、ア 念撮影風鼠を図 2に示す。
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に本センターの概要、事業内容、研究活動について

紹介・報告ができた。昨年度も記載したが、ブース

来訪者によっては 10分以上もブースに滞在され、

ブース展示要員と話をしている方もおられたので、

来訪者数だけでブース展示の効果・意義を図れるも

のではないが、全体を振り返り、今年度も SCでの

アウトリーチ活動として良い結果を残せたと考えて

図2: SC18での記念撮影

応用情報システム研究部門

スタッフ 伊達進

木戸善之

阿部洋丈

大学院生 高橋慧智

遠 藤 新

石田和也

森本弘明

いる。

ブース来訪者の地域別分類（図 3)を見ると、開催

地の北米エリアからの来訪者が全体の 58%(253名）

を占めているのがわかる。続いて、日本からの来訪

者が 17%(73名）、アジアからの来訪者が 10%(45 

名）、欧州からの来訪者が 10% (43名）であった。

その他の内訳には、南米、オセアニア諸国、アフリ

力などが含まれており、南極を除く全ての大睦から

の来訪者に対して、アウトリーチ活動を行うことが

できたと言える。

先進高性能計算機システム

アーキテクチャ共同研究部門

スタッフ 吉川隆士

渡場康弘

情報推進部

松本光弘

情報推進部情報基盤課

上田佑樹

図3: ブース来訪者ー地域別分類

以下、 SC18にて大阪大学サイバーメディアセン

ターで行ったポスター展示の概要について説明する。

（括弧内は担当者名。順不同、敬称略）。
ブース展示は、 11月 12日から 15日までの 4日間

行われた。その間の当ブースヘの来訪者数は、 ID

バッジの読み取り数で数えて 436名であった。訪間

者数は 2017年度の 526名は超えられなかったもの

の、 2015年度の 399名、 2016年度の 411名と近年と

同程度の多数の来訪者があった。理由の 1つとして、

毎年の出展によりブースロケーションが良くなって

きていることがあげられ、今年度も 436名程度の方

(1) About Us: Cybermedia Center, Osaka University 

（松本、上田）

本ポスターでは、サイバーメディアセンターに関

する概略、特にミッション、取り組みなどについて

の紹介を行った。

大規模計算機システムの他にも、教育系システム
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や学内クラウドサービスなど多様なシステム・サー

ビスを提供している点について説町し、サイバーメ

ディアセンターの様々な取り組みについて紹介する

ことができた。中でも、 ITコア棟については空調の

仕糾みに感心いただく場面も多く、データセンター

としての側面からも多くの方に興味を持っていただ

けた。

――
 

図4:ポスター説明を行う上田

(2) Large-scale Computing and Visualization Systems at 

the Cybermedia Center (松本、上川）

本ポスターでは、人規模計算機システム及び大規

模可視化システムの構成や利用状況についての紹介

を行った。

図5:ポスター説明を行う松本

質閤をいただいた。特に、悔外からの大規模計算機

システム利用や、人規模可視化システムに関する質

問が多く、様々な方に輿味を持っていただけると共

に、今後の更なる利用者拡人につながる展示になっ

たと実感した。

(3) Secure and High Performance Data Analytics in 

HPC/Data Center (吉川、渡場）

本ポスターでは、ポケット検査の簡易化を見据え、

口腔内両像からポケット値推定を行うポケット

チャート自動作成モデルの実現可能性の検証として、

提案する注日領域である伯周ポケット部位を拡大、

および、歯番特定を容易化する Mappingフェーズと、

複数方向の口腔内回像に対するポケット推定値を集

約する Reducingフェーズで構成される、 MapReduce 

型 CNNモデルについて説明した。また、このような

匿療データなどの秘廣データを、外部にある計算機

センターの高性能計算機を話用して解析することを

可能とする広域セキュア・ステージングシステムの

研究開発について説明および動態デモの展示を行っ

た。

図6:ポスター説明、動態デモを行う吉川

来訪者の関心が特に高かったのは、 2017年 12月

から稼働を開始した新システム「OCTOPUS」で、利

用条件や利用方法、計算機性能などについて多くの
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(4) Novel Mechanisms to Support Scientific 

Visualization on TDW (木戸、右田）

本ポスターでは、大規模可視化装置の一種である

TDW (Tiled Display Wall)を用いた科学的可視化を支

援するための研究を紹介した。具体的には、 TDW上

の可視化ソフトウェア実行環境をシームレスに切り

替えるためのモジュールの閲発、および TDW構成

用ミドルウェア SAGE2のデスクトップストリーミ

ング機能の高解像度化といった研究について述べた。

さらに、小型 TDWを用いた SAGE2のデモ展示も

行った。

図 7: ポスター説明、デモを行う大学院生（石田君）

ブースの来訪者からは、「可視化ソフトウェアのフ

レームレート等への影響はどのようなものか」「これ

らの研究の成果物は CMCの TDWに導入されてい

るのか」などの質間を受けた。また、ハワイ大の Jason

Leigh氏や AISTのJasonHaga氏といった SAGE2コ

ミュニティの研究者の方々にもご来訪頂き、本研究

の有用性をアピールすることができた。

(5) Access Control Based on Dynamic Network 

Management toward Connected-HPC (森本、高橋）

本ポスターでは、 HPCシステムがシステム外部に

存在する IoTセンサやデータストレージ等のデータ

資源からオンデマンドにデータを取得できる技術を

紹介した。近年の IoTセンサの普及により、 HPCシ

ステムはこれから外部デバイスとつながる環境が求

められる。本技術を説明するとともに、世界各国の

技術者や研究者と議論を交わし、この環境の必要性

を再認識し、今後の必要になる要件を整理できた。

｀ 
ヽ

，
 

｀ 
ヽ

｀ 

図8:ポスター説明を行う大学院生（森本君）

(6) Dynamically Optimized Interconnect Architecture 

Based on SDN (遠藤高橋、森本）

本ポスターでは、 Software-DefinedNetworking 

(SDN)技術を用いてインターコネクトをアプリ

ケーションの通信特性に応じて動的に最適化する研

究について紹介した。多くの来訪者からは、「実験で

用いている SDN技術は何か？」「実機の実験で使っ

た OpenFlowスイッチのベンダーは何か？」といっ

た、研究で用いた実験環境に関する質間などを多数

いただき、どんな技術やデバイスを用いた研究をし

ているのかという点について興味を持っていただけ

たと考える。

図9:ポスター説明を行う大学院生（遠藤君）
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3. おわりに

今年度の展示においても、大阪大学サイバーメ

ディアセンターの大規模計算機および可視化事業を

はじめとし、高性能計算・ネットワーキングに関す

る研究成果について欧米を中心とした 436名強の来

訪者にアウトリーチすることができた。来年度の SC

の開催は米国コロラド）,1,1デンバー市で同時期に開催

されるが、大阪大学サイバーメディアセンターのプ

レゼンス向上とともに、情報公開、アウトリーチ活

動にも引き続き尽力していきたいと考える。

関係各位には更なるこ‘支援とこ＂協力をお願いした

し‘。

当日展示したポスターの PDFや、その他の写真な

ど、ここで紹介しきれなかった内容については

下記ウェブページに掲載されています。こちらも

ぜひご覧ください：

http://sc.cmc.osaka-u.ac.Jp/ 
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第 24回スーパーコンピューティングコンテスト (SuperCon2018)報告および

第 25回スーパーコンピューティングコンテスト (SuperCon2019)告知

大阪大学サイバーメディアセンター准教授 吉野元

1. Supercon2018 

昨年 2018年 8月 20日から 24日までの 5日間に

わたって、高校生・高専生を対象とする「スーパーコ

ンピューティングコンテスト(SuperCon2018)」が開

催されました。東日本から 12チーム、西日本から

10チームが予選を通過し、本戦に進みました。

このコンテストは、 2名又は 3名を 1チームとす

る高校生・高専生の参加者たちが、与えられた課題を

解くプログラムを 3日間に渡って作成し、最終日に

スーパーコンピュータで実行して、解答の正確さや

計算の速さを競うもので、そのレベルの高さから、

別名「電脳甲子園」とも呼ばれています。過去の出

場者が大学進学後に国際大学対抗プログラミングコ

ンテストで活躍するなど、次世代の情報科学を担う

若手育成にも貢献しており、 2008年度の文部科学大

臣堂も受賞しています。

1995年の第 1同から 2005年の第11同までは東京

工業大学（東工大）学術国際情報センター(Global

Scientific Information and Computing Center:GSIC)の

単独主催でしたが、 2006年の第 12回からは大阪大

学（阪大） (Cybemedia Center:CMC)も共同主催して

います。予選に参加したチームの中から、富士）ii以

東 50Hz地域からは 10チームが、 60Hz地域からは

やはり 10チームが参加します。東工大と阪大の二つ

の会場で同時に開催した年は、 wikiやポリコムなど

で相互に交流し、開会式・表彰式などもポリコムを使

って二元中継で行ってきました。このコンテストは

5日間にも渡る合宿型で、 実際にスーパーコンピュ

ータを高校生・高専生が使うことができるという、世

界的にも大変ユニークなものです。原則として毎年

交互に両大学のスーパーコンピュータを使います。

2007, 2011年は阪大 CMCの SX-8Rが、 2009年は

SX-9が、 2015年と昨年、 2017年は SX-ACEが使わ

れました。

2. 予選

2018年の予選課題は 5月 30日に下記の SuperCon

webに公表されました。この予選課題を解くプログ

ラムを作成し、 6月 15日正午までにプログラムを含

む必要書類を添付してメールで申 し込んでもらいま

した。予選問題は、スーパーコンピュータを使わな

くても学校や家庭にある普通のパソコンでも解ける

ような課題が出題されます。 2018年の予選誤題は、

阪大の作成チームによる「自己回避ウォークと自己

回避ループ」というものでした。これは正方格子の

格子点をつなぐ「道」で、同じ点を 2度と通らない

経路の数え上げの問題です。これを含め、過去の予

選課題、本選課題は SuperConwebに全て掲載され

ています。また、参加者が 2名以上集まらない人の

ために、希望者には「認定証」も発行しています。

予選課題を正確に解くプログラムが書けたら、 「スー

パーコン 1級」が認定されます。 問題のレベルに応

じて 2級と 3級もあります。

3. 本選

本選の初日は開会式で参加チームの紹介、本選課

題の発表、攻略法の解説がありました。本戦課題は

東工大の作成チームによる「量子計算」に関する問

題でした。量子計算機が行う計算処理過程を、スパ

コンシミュレートするというものです。実際の本戦

では、課題に取り組む前に、 TSUBAME3.0、特にそ

の GPU機能を利用するためのオリエンテーション

と講義が行われ、チームごとに本選課題を解くため

のプログラム設計に入りました。そして、本選2日

目から 4日目の午前中まではチームごとにプログラ

ムを作成しました。 この間コンテスト OBを含む大

学生・大学院生がチューターとしてバグ取りなどを

手伝いました。ただし、課題そのものに関する助言
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はしません。最終日の成果発表会、表彰式の後には

懇親会も行われました。本高校生・高専生の参加者た

ちと、両大学の教員、学生チューターたちが、プロ

グラミングや大学について語らう大切な時間となっ

ています。

4. SuperCon 2019の告知

2019年は 8月 19日から 23日までの 5日間での開

催を予定しています。予選課題は 5月 29日に公表予

定で、課題提出/切は 6月 14日正午です。使用する

スパコンは、東工大GSICのTUBAlv!E3. 0が使われ

る予定です。本年もチャレンジする高校生・高専生、

引率の先生方など参加者の皆さんに喜んでいただけ

るよう様々な工夫を凝らそうと関係者一同考えてい

ます。本稿が皆様のお目に触れるときには既にスケ

ジュールが進行しているかもしれませんが、もしも

可能ならばみなさま もお知り合いの裔校生に

SuperCon2019というものがあり、大変に楽しい行事

であることを呼びかけてください。また、来年以降、

すなわち SuperCon2020以降への参加、お申し込み

をご検酎頂ければ幸いです。

5. Web 

https :/ /www. gsic. ti tech. ac.jp/superco討がコン テス

トページです。 ぜひ一度御莞ください。
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大規模計算機システム利用者講習会等の紹介

大阪大学サイバーメディアセンター教授 降旗大介

1. 概要

サイバーメディアセンターの教職員をはじめ、大

阪大学の大規模計算機システムの運営、開発、支援

に院わっている関係者は、システムをユーザにより

有効に活用していただくために何が出来るかを日々

考えています。たとえばその一端として、マニュア

ル・ドキュメント類を充実させること、ユーザから

の質問をメールなどで受け付け適切に返答するため

の仕組みの構築と維持、それらを明文化するための

FAQの整備などの活動を行っています。

そうした活勘の中でもわれわれが重要と考えてい

るのが、ここで紹介する利用者講習会です。利用者

講習会は計算機ユーザヘ知識を伝える場だというだ

けでなく、その場での質問などを通じてユーザと直

接やりとり出来る場でもあり、大変貴重な機会です。

そのためしばしば、大規模計算機システムの運営・

開発・管理・支援などを行っている閑係者が立ち会

います。

これら講習会の内容は、 OSである Unix環境、

スーパーコンピュータのハードウェアについての概

要説明といった入門的内容から、大規模計算を行う

近年のユーザにとって重要な OpenMP,:tvlPIなどの

並列計算通信プロトコルの概要からこれらを上手に

使いこなすための各種プログラミング技法の詳細、

Gaussianや AVSといった各方面の専門家用の特

殊なソフトウェア等々、多岐にわたります。こうし

た内容はユーザの要望に沿って、計画されています。

詳しくは次ページに掲載しております表に掲載して

おりますが、大規模計算機の利用者だけではなく、

学生、教員、研究者を幅広く対象とし、年に 14-15

回関催しております(2018年度は 14回開催いたし

ました）。また、より詳細な情報をサイバーメディア

センター大規模計算機システムの webにおいて掲

載しておりますので、ぜひご参照ください。

2. 多忙な方も参加しやすく

近年、学生も研究者も大変に多忙です。これをう

けて、サイバーメディアセンターの講習会は原則と

して年に 2回、ほぼ同じ内容の講習会を時期をずら

して開催するように工夫しています。実際には、 6

月頃と 9~10月頃に集中的に開催しています。これ

は、「学期始まりや学期末の時期は外して欲しい」「あ

まり遅い時期では、学生の研究開始に間に合わない」

などのユーザの声を反映したもので、なるべく多く

のユーザが参加できるように、また、講習会の受講

が意義あるものになるようにと配慮した結果です。

また、 Gaussianや AVSなどの研究者用専阿ソフ

トウェアの講習会では講師を確保しにくいという問

題がありますが、われわれは東北大学と協力してテ

レビ会識システムを用いて講師を確保したり、当該

ソフトウェアの関連会社に講師の紹介を依頼するな

どして、こうした専門家向けソフトウェアの講習会

を淵催しています。

こうした努力の甲斐あってか、これまでに各講習

会ともに一定数のユーザの参加をいただいており、

講習会をユーザの皆様に役立てていただいていると

考えています。

3. 初学者にも優しく

未参加の方にとって、こうした講習会は敷居が高

いと思われがちです。しかし、先に述べたように初

学者も講習会の対象で、1年間のおおよそ 14回程度

の講習会のうちおおよそ 1/4は初学者が対象の内

容のものです。

具体的には、 OSである Unixの簡単な操作方法

の解説や、スーパーコンピュータのハードウェアの

概要説明、細かい技法の説明の前に必要となる並列

計算の概念の説明などからなります。スーパーコン

ピュータを使うユーザというと、こうした知識やプ

ログラミング技法について通じた大変なプロフェッ
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ショナルばかりと想像されることもありますが、も

ちろんそれは違います。どなたも「最初は初心者」

です。そして、細かい技術についてのマニュアルは

豊富に見つかっても基礎的な概念や手法については

なかなか良い蛮料・ドキュメント類が見つからない

ということは珍しくないのです。

われわれサイバーメディアセンターでは、こうし

た点を補い、より広い分野・方面の方にユーザとし

てシステムを使ってもらうべく、常に初学者に優し

くありたいと考え、講習会をこのような構成にして

います。

4. ブロフェッショナルな方も

もちろん、われわれは初学者ばかりでなくプロフ

ェッショナルなユーザヘの支援も怠っておりません。

各種の専門的な内容について、多くの講習会を計画

し、そして実施しています。

近年の並列昏算プログラミングに必須である

OpenlvlPや :tv!PIについての講習会はもちろんのこ

と、スーパーコンピュータや大規模亜列計算機が活

躍の場である言語HPF(High Performance Fortran)に

ついての専門家による講習会、そして、 AVS,

Gaussianといった専門分野に特化したソフトウェ

アの講習会も行っています。

一部の講習会は、大規模計算機システムの開発そ

のものを行っている会社から技術者を講師として招

いて実施しており、技術の非常に微細な部分に至る

まで専門的な恙論を行うことが出来る機会としてユ

ーザの皆様にご利用いただいております。

5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを

講習会の情報については、われわれサイバーメデ

ィアセンターの web

http://www.hpc.cm c. osaka-u. ac .jp/lecture _event/lecture/ 

にて常に公関しております。情報は随時更新してお

りますので、ぜひ頻繁にご覧になり、ご興味のある

講習会に積極的にご参加ください。皆様のご参加を

常に歓迎いたします。

また、大規模計算機のハードウェア、ソフトウェ

ア、そしてユーザの使い方といったものは日々変化

していくものです。上記に述べたように様々な工夫

や努力を通じて開催している講習会ではありますが、

こうした変化に合わせ、講習会のありかたも変化、

進歩していく必要があります。そして、それにはユ

ーザの方々からいただく意見がなにより重要です。

そのフィードバックの先により良い講習会の実現が

あるのです。ユーザの皆様におかれましては、遠慮

をせずに、いつでも構いませんので、講習会につい

ての要望をぜひサイバーメディアセンターまでお聞

かせください。
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2019年度大規模計算機システム利用講習会

講習会名
開催

講師
日時

開催場所

1 
スパコンに通じる 6月 18日 サイバーメディアセンター

サイバーメディアセンター

並列プログラミングの基礎 13 30 -15 00 降頒大介教授
吹田本館 1階

サイバ メディアコモンズ

サイバーメディアセンター
サイバーメディアセンター

2 
スーパーコンピュータ概要と 6月 20日 吉野元准教授

スーパーコンピュータ利用入門 13 30-1730 木戸善之講師
吹田本館 2階

情報基盤課技術職員
中会議室

3 
SX-ACE 6月 24日

サイバーメディアセンター

高速化技法の基礎 13'30-1730 
日本電気（株） 吹田本館2階

中会論室

4 
並列コンピュータ 6月 26日

サイバーメディアセンター

高速化技法の基礎 13 30-16 30 
日本電気（株） 吹田本館2階

中会議室

5 
SX-ACE 6月 25日

サイバーメディアセンター

並列プロ グラミ ング入門(MPI) 1000-1630 
日本電気（株） 吹田本館2階

中会議室

6 
スパコンに通じる 8月 29日 サイバーメディアセンター

サイバーメディアセンター

並列プログラミングの基礎 13 30 -15 00 降旗大介教授
豊中教育研究棟 7階

会議室

サイバーメディアセンター

7 
スーパーコンピュータ概要と 9月 5日 吉野元准教授 サイバーメディアセンター

スーパーコンピュータ利用入門 13 30-17 30 木戸善之講師 吹田本館

情報基盤課技術職員

8 
SX-ACE 9月 11日 サイバーメディアセンター

高速化技法の基礎 13 30-17 30 
日本電気（株）

吹田本館

， 並列コンピュ 夕 9月 12日 サイバーメディアセンター

高速化技法の基礎 13 30-16 30 
日本電気（株）

吹田本館

10 
SX-ACE 9月 19日 サイバーメディアセンター

並列プログラミング入門(MP!) 10 00-16 30 
日本電気（株）

吹田本館

11 AVS可視化処理入門
9月 25日

サイバネットシステム（株）
サイバーメディアセンター

10 00 16 00 吹日本館

12 AVS可視化処理応用
9月 26日

サイバネットシステム（株）
サイバーメディアセンター

10 00-15 00 吹田本館

テレビ会議システムによる講習会配信

講習会名
開催

開催期間 受講場所
日時

8月 21日
サイバーメディアセンター

13 Gaussian講習会
13 00-15 00 

東北大学 吹田本館 2階

中会哉室
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2018年度大規模計算機システム利用講習会アンケート集計結果

◆受講者敷

講習会名 申込者数 受講者数
学内 学外

スパゴンに通じる並列プログラミングの基礎(6/4) 43 32 31 1 

スパコン概要とスパコン利用入門(6/5) 30 24 24 

゜
並列コンピュータ高速化技法の基礎(6/22) 7 4 3 1 

SX-ACE並列プログラミング入門(MPl) (6/26) 4 1 1 

゜
SX-ACE並列プログラミング入門(HPF)(6/29)

゜゜゜゜
SX-ACE高速化技法の基礎(7/19) 4 1 1 

゜Gaussian講習会（東北大学映像配信）(8/23) 3 3 3 

゜
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/10) 18 13 13 

゜
スパコン概要とスパコン和用入門(9/13) 14 10 10 

゜
SX-ACE高速化技法の基礎(9/19) 1 1 1 

゜
並列コンピュータ高速化技法の基礎(9/20) 4 3 2 1 

SX-ACE並列プログラミング入門(MP1)(9/26) 3 2 

゜
2 

SX-ACE並列プログラミング入門(HPF)(9/27)

゜゜゜゜
AVS可視化処理入門(10/10) 5 3 3 

゜
AVS可視化処理応用(10/11) 4 5 5 

゜
合計 140 102 97 5 
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◆受講者の内訳

その他 1

ー

駿 鵞

学部学

生 28

技術

職員

1 

． 

◆講習会についてどのようにお知りになりましたか。（複数回答可）

5
 

10 15 20 25 30 35 

CMC HP 

メーリングリスト

大阪大学HP

学内掲示板 (ICHO)

学内掲示板 (KOAN)

教員から

知人から

SNS 

その他
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◆開催日は遍当でしたか。

5
 

10 15 20 25 30 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/4)

スパコン概要とスパコン利用入門 (6/5) 

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6/22)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(6/26)

SX-ACE高速化技法の基礎 (7/19) 

Gaussian講習会（東北大学映像配信） (8/23) 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 (9/10)

スパコン概要とスパコン利用入門 (9/13)

SX-ACE布速化技法の基礎 (9/19)

並列コンピュータ 高速化技法の基礎 (9/20)

SX-ACE並列プログラミ ング入門 (MPl)(9/26)

AVS可視化処理入門 (10/10)

AVS可視化処理応用 (10/11)

◆講詈会の時間は遍当でしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/4)

スパコン概要とスパコン利用入門 (6/5) 

並列コンピュータ 高速化技法の基礎 (6/22)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(6/26)

SX-ACE忘速化技法の基礎 (7/19) 

Gaussian講習会（東北大学映像配信） (8/23) 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 (9/10)

スパコン概要とスパ コン利用入門 (9/13)

SX-ACE高速化技法の基礎 (9/19)

並列コンピュータ 高速化技法の基礎 (9/20)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(9/26)

AVS可視化処理入門 (10/10)

AVS可視化処理応用 (10/11)

■適当 ■不適当

5 10 15 20 25 30 35 

■ちょうど良い

■長い

■短い
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◆会場の大きさ、場所は遍当でしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/4)

スパコン概要とスパコン利用入門 (6/5) 

並列コンピュータ 高速化技法の基礎 (6/22)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(6/26)

SX-ACE忘速化技法の基礎 (7/19) 

Gaussian講習会（東北大学映像配信） (8/23) 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 (9/10)

スパコン概要とスパコン利用入門 (9/13)

SX-ACE高速化技法の基礎 (9/19)

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9/20)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(9/26)

AVS可視化処理入門 (10/10)

AVS可視化処理応用 (10/11)

◆講詈会の内容はどうでしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/4)

スパコン概要とスパコン利用入門 (6/5) 

並列コンピュータ 高速化技法の基礎 (6/22)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(6/26)

SX-ACE忘速化技法の基礎 (7/19) 

Gaussian講習会（東北大学映像配信） (8/23) 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 (9/10)

スパコン概要とスパコン利用入門 (9/13)

SX-ACE高速化技法の基礎 (9/19)

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9/20)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(9/26)

AVS可視化処理入門 (10/10)

AVS可視化処理応用 (10/11)
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■適当 ■不適当

5 10 15 20 25 30 35 

■難しい

■やや難しい

■ちょうど良い

■やや易しい

易しい



◆講習会で取り扱った内容量はどうでしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/4)

スパコン概要とスパコン利用入門 (6/5) 

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6/22)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(6/26)

SX-ACE高速化技法の基礎 (7/19) 

Gaussian講習会（東北大学映像配信） (8/23) 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 (9/10)

スパコン概要とスパコン利用入門 (9/13)

SX-ACE高速化技法の基礎 (9/19)

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9/20)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(9/26)

AVS可視化処理入門 (10/10)

AVS可視化処理応用 (10/11)

◆講師の進め方はどうでしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/4)

スパコン概要とスパコン利用入門 (6/5) 

並列コンピュータ 高速化技法の基礎 (6/22)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(6/26)

SX-ACE志速化技法の基礎 (7/19) 

Gaussian講習会（東北大学映像配信） (8/23) 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 (9/10)

スパコン概要とスパコン利用入門 (9/13)

SX-ACE ;e; 速化技法の基礎 (9/19)

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9/20)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(9/26)

AVS可視化処理入門 (10/10)

AVS可視化処理応用 (10/11)
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5 10 15 20 25 30 35 

■非常に多い

■やや多い

■ ちょうど良い

■やや少ない

非常に少ない

5 10 15 20 25 30 35 

■速い

■やや速すぎる

■普通

■やや遅すぎる

遅い



◆満足度は？

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/4)

スパコン概要とスパコン利 用入門 (6/5) 

並列コンピュータ 高速化技法の基礎 (6/22)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(6/26)

SX-ACE忘速化技法の基礎 (7/19) 

Gaussian講習会（東北大学映像配信） (8/23) 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 (9/10)

スパコン概要とスパコン利用入門 (9/13)

SX-ACE布速化技法の基礎 (9/19)

並列コンピュータ 高速化技法の基礎 (9/20)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(9/26)

AVS可視化処理入門 (10/10)

AVS可視化処理応用 (10/11)

◆講詈会の資料はどうでしたか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/4)

スパコン概要とスパコン利 用入門 (6/5) 

並列コンピ ュータ 高速化技法の基礎 (6/22)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(6/26)

SX-ACE~ 速化技法の基礎 (7/19) 

Gaussian講習会（東北大学映像配信） (8/23) 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 (9/10)

スパコン概要とスパコン利用入 門(9/13)

SX-ACE布速化技法の基礎 (9/19)

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9/20)

SX-ACE並列プログラ ミング入門 (MPl)(9/26)

AVS可視化処理入門 (10/10)

AVS可視化処理応用 (10/11)
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5 10 15 20 25 30 35 

■満足

■やや満足

■普通

■やや不満

不満

5 10 15 20 25 30 35 

■非常にわかりやすい

●わかりやすい

■ちょうど良い

■わかりにくい

非常にわかりづらい



◆皆さんの今後の研究・業務・勉学に役立つと思いますか。

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/4)

スパコン概要とスパコン利用入 門(6/5)

並列コンピュータ 忘速化技法の基礎 (6/22)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(6/26)

SX-ACE忘速化技法の基礎(7/19) 

Gaussian講習会（東北大学映像配信） (8/23) 

スパコンに通じる並列 プ ログラミングの基礎 (9/10) 

スパコン概要とスパ コン利用入門 (9/13) 

SX-ACE高速化技法の基礎(9/19)

並列コンピュータ 高速化技法の基礎 (9/20)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(9/26)

AVS可視化処理入門 (10/10)

AVS可視化処理応用 (10/11)

5 10 15 20 25 30 35 

■大変役立つ

■役立つ

■役立たない

■わからない

◆他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利用したことがありますか。

スパコン に通じる並列プログラミングの基礎 (6/4) 

スパコン概要とスパコン利用入門 (6/5)

並列コンピュータ 高速化技法の基礎(6/22)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPl)(6/26)

SX-ACE高速化技法の基礎(7/19)

Gaussian講習会（東北大学映倫配信） (8/23) 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/10)

スパコン概要とスパ コン利用入門 (9/13) 

SX-ACE高速化技法の基礎(9/19) 

並列コンピュータ 高速化技法の基礎(9/20)

SX-ACE並列プログラミング入門 (MPI) (9/26) 

AVS可視化処理入門 (10/10)

AVS可視化処理応用 (10/11)
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■ある ■ない



◆ 「ある」と回答された方の利用方法

「ある」と回答された方の利用方法

■ プログラムの実行 ■アプリケーションの和用

◆サイバーメディアセンターの大規模計算機システムの利用を希望されますか。

和」用し

検討中

39 

和用中

利用したい

40 
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2019年度「HPCI(HighPerformance Computing Infrastructure) 
利用」の活動状況

HPCI(High Performance Computing Infrastructure)システムは、個別の計算資源提供機関ごとに分断され

がちな全国の幅広いハイパフォーマンスコンピューティング(HPC)ユーザ層が全国の HPCリソースを

効率よく利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的として構築され、2012年 10月より運用

閤始しました。北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、

大阪大学、九小M大学の各情報基盤センター、及び理化学研究所、海洋研究開発機構、統計数理研究所

が資源提供機関となり、「京」を始めとする計算機資源や、共有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、

可視化装置等といったシステムを、中立・公正で科学的・技術的・ 社会的根拠に基づき配分・提供し

ています。

大阪大学計算機資顕を利用する 2019年度HPCI採択課題一覧

利用枠 利用資源 研究課題名

京以外
SX-ACE ツイストされた時空縮約モデルの数値的研究

一般課題

京以外
SX-ACE 星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション

一般課題

京以外
SX-ACE 超臨界圧下の主流へ噴射する極低温噴流の大規模数値解析

一般課題

京以外
OCTOPUS 宇宙の大規模構造と銀河形成

一般課題

京以外

若手人材育成 OCTOPUS 複合アニオン化合物における強相閾電子物性の研究
課題

京以外
産業利用課題 OCTOPUS Pb02表面と硫酸水溶液界面の第一原理的自由エネルギー解析
（実言iE利用）

京以外
全原子型分子動力学計算による種々粘渚付与剤と樹脂の相溶性評価

産業利用課題 OCTOPUS 

（実証利用）
の検討

大阪大学計算機資顕を利用する 2019年度HPCI重点・萌芽的課題一覧

利用枠 利用資源 研究課題名

ポスト示

研究開発枠 vcc 創薬ビッグデータ統合システムの開発
重点課題

ポスト尽
研究開発枠 OCTOPUS 次世代機能性化学品
重点課題

ポスト京
研究開発枠 OCTOPUS エネルギーの変換・貯蔵ー電気エネルギー

重点課題

ポスト京
堅牢な輸送システムモデルの構築と社会システムにおける最適化の

研究開発枠 SX-ACE 

萌芽的課題
実現

ポスト京
研究開発枠 OCTOPUS 破壊とカタス トロフィ

萌芽的課題

-110-



2019年度「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」の活動状況

「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北大学、東京大学、東京工業

大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを持つ 8

つの共同利用の施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センターがその中核拠点として機能する「ネ

ットフーク型」共同利用・共同研究拠点として、文部科学省の認可を受け、平成 22年 4月より本格的

に活動を開始しました。

本ネットワーク型拠点の目的は、超大規模計算機と大容量のストレージおよびネットワークな どの

情報基盤を用いて、地球環境、エネルギー、物質材料、ゲノム情報、 Webデータ、学術情報、センサ

ーネットワークからの時系列データ、映像データ、プロ グラム解析、その他情報処理一般の分野にお

ける、これまでに解決や解明が極めて困難とされてきたいわゆるグランドチャレンジ的な問題につい

て、学際的な共同利用・共同研究を実施することにより、我が国の学術・研究基盤の更なる高度化と

恒常的な発展に資することにあります。本ネットワーク型拠点には上記の分野における多数の先導的

研究者が在籍しており、これらの研究者との共同研究によって、研究テーマの一層の発展が期待でき

ます。

2019年度の課題募集には合計 65件の応募があり、東京大学情報基盤センターで開催された課題審査

委員会及び運営委員会にて審論され、 58課題が採択されました。このうち 12課題が大阪大学と共同研

究することとなっています。

2019年度学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点採択課題一覧

課題代表者 研究課題名 共同研究拠点

飯田 土土 高密度領域まで適用可能なモンテカルロ法の開発と有限密
京大、阪大

（高知大学） 度 2カラーQCDの相図の決定

北澤正清
格子量子色力学に基づく初期宇宙の諸性質の精密解析 阪大

（大阪大学）

鈴木厚 High performance sllllulations usmg FreeFem++ on mixed 
阪大

（大阪大学） distributed-plus shared-memory architecture 

鈴木博
有限温度量子色力学のダイナミ クス 阪大、九大

（九小M大学）

関ロ 宗男 カイラルフェルミオンを用いた格子 QCDによる中間子質量
阪大

（国士舘大学） 生成機構の研究

谷）ii 千尋 矯正歯科治療後の三次元顔形態を予測する人工知能(AI)シ
阪大

（大阪大学） ステムの開発

谷口 裕介 物理的なクォーク質量におけるエネルギー運勁量テン ソル 北大、阪大、

（筑波大学） の研究 九大

垂水竜一
格子欠陥力学場のアイ ソジオメトリック解析 名大、阪大

（大阪大学）

撫佐昭裕 大規模津波浸水被害推計シミュレーションのマルチプラッ
東北、阪大

（東北大学） トフォーム向け最適化手法の研究

村田 忠彦 リアルスケール社会シミュレーションのための人口合成と
北大、阪大

（関西大学） その応用

吉野元 State followmg of amorphous soft condensed matters 
阪大

（大阪大学） developments of high-performance computational schemes 

若山 将征 GPUコードならびに多倍長精度アルゴリズムを用いた有限
阪大

（大阪大学） 密度 QCDにおける相構造の研究

-111-



2018年度大規模計算機システム公募型利用制度
（追加募集）の活動状況

大阪大学サイバーメディアセンターでは、大規模計算機システムを活用する研究隅発の育成・高度

化支援の観点から、本センターが参画する「ネッ トワーク型」学際大規模情報基盤共同利用・共同研

究拠点(IBPCN)や革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ(HPCI)の目的を踏まえつ

つ、今後の発展が見込まれる萌芽的な研究課題や本センターの大規模計算機システムを最大限活用す

ることで成果が見込まれる研究課題を公募しています。2018年度は通常の募集に加えて追加募集を行

い、下記の 7課題を採択しました。

若手・女性研究者支援萌芽枠採択課題

代表者名 研究課題名

越智正之 複合アニオンに起因した多軌道性と低次元性からうまれ

（大阪大学大学院理学研究科） る強相閑電子物性の研究

北澤正清 高温物質中におけるクォーク間相互作用の微視的伝達機

（大阪大学大学院理学研究科） 構の解明

白戸高志
相対論的Vlasov-Fokker-Planck-Maxwell系に対する電

（大阪大学レーザー科学研究所）
荷・運載量・エネルギー完全保存スキームの開発と実証

実験

樋ロ 公紀
多様な星形成環境における連星形成可能性

（九州大学大学院理学府）

矢野将寛 超高強度レーザーパルスとプラズマの相互作用による時

（大阪大学大学院工学研究科） 空の歪みの親測可能性

大規模HPC支援枠探択課題

代表者名 研究課題名

河野宏明
Z3対称な量子色力学における格子シミュレーション

（佐賀大学教育研究院）

谷口裕介 勾配流法を用いたNf=2+1QCDのエネルギー運動量テン

（筑波大学計算科学研究センター） ソルの研究
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2019年度大規模計算機システム公募型利用制度の活動状況

2019年度も引き続き研究課題の公募を行い、下記の 14課題を採択しました。

若手・女性研究者支援繭芽枠採択課題

代表者名 研究課題名

碑 rcusCarl Wallden Effective Load Balancmg for Distributed Large-Scale Volume 

（大阪大学情報科学研究科） Rendermg Usmg a Two-layered Group Structure 

石井良樹 高イオン電導性を示すイオン、「生融体の材料探索と物「生予

（大阪大学基礎工学研究科） 測

今井雅也 減衰全反射遠紫外(ATR-FUV)分光法と量子化学計算を用

（大阪大学基礎工学研究科） いた電極界面イオン液体の電子状態解析

岩下拓哉 分子動力学シミュレーションによる水の誘電緩和スペク

（大分大学理工学部） トルの起源探索

牛島悠介 密度成層・地球自転存在における海洋表層乱流混合パラ

（京都大学理学研究科） メタリゼーションスキームの開発

大戸達彦 ハイブリッド汎関数を用いた水界面物性の第一原理分子

（大阪大学基礎工学研究科） 動力学シミュレーション

下山紘充 マルチスケール:tvIDと剛体ドッキングによる、 PPI反応過

（北里大学薬学部） 程の新しい計算手法の研究

速水智教 多次元仮想座標とカップルした分子動力学法を用いた

（大阪大学蛋白質研究所） mSin3複合体の立体構造探索

原田 拓弥
出生コーホートを用いた日本全国の位置情報と所得属f生

（関西大学

データサイエンス研究センター）
付き仮想個票の合成

山口 容平 分散協調型エネルギー管理システムのためのエネルギー

（大阪大学工学研究科） 需要モデルの開発

大規模HPC支援枠採択課題

代表者名 研究課題名

伊藤悦子

（慶應義塾大学 SU(3)ゲージ理論におけるリサージェンス構造

自然科学教育研究センター）

奥村幸彦 高負荷燃焼と NOx低減の同時機能実現に向けた CO2フ

（香川大学創造工学部） リー燃焼器の開発

谷口裕介 勾配流法を用いたNf=2+1QCDのエネルギー運動量テン

（筑波大学計算科学研究センター） ソルの研究

羽原英明 負荷分散技法を用いた 3次元粒子シミュレーションによ

（大阪大学工学研究科） る高密度プラズマ中でのプラズマチャンネル形成の研究
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大規模計算機システム Q&A

2018年 4月~2019年 3月に当センターに寄せられた質問を掲載しております。

同等の内容を以下の Webページでも閲覧いただけます。

http://www.hpc.cm c. osaka-u. ac. jp/faq/ 

Q. 年度途中で計算資源やストレージ容量の追加は可能でしょうか？

A. はい。可能です。資源追加の申請につきましては、以下の利用者管理WEBシステムから申請頂い

ております。

利用者管理システム（要認証）

https://manage.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/saibed/ 

申請手順につきましては、以下のページにまとめておりますので、ご参照ください。

一般利用（学術利用） 資源追加申請

htt ://www.h c.cmc.osaka-u.ac. ・/service/basic resourceadd/ 

Q. 年度途中で利用負担金の支払い費目や支払い時期を変更できますか？

A, WEBシステムからは変更できませんので、下記までご連絡ください。

大阪大学情報推進部情報基盤課研究系システム班

Mail: svstem@,cmc.osaka-u.ac.1p 

TEL: 06-6879-8808 

Q. ディスク容量を追加した場合、利用期限はいつまでですか？

A. 年度途中に申し込まれた場合でも、利用期限は年度末までとなります。翌年度にディスク容量を

追加しない場合は、データの整理を 3月中にお願いいたします。やむを得ない事情がある場合や、

間に合わない場合は、ご連絡くださいませ。原則として、事前連絡無しにこちらでデータを削除

することはありません。

Q. ユーザ間でファイルを転送することは可能でしょうか？

A. scpコマンドを使用することで可能です。

例えば、カレントディレクトリ下の abcディレクトリ の中のファイル sample.cを、 b61234のホ

ームディレクトリに転送する場合は以下のようなコマンドとなります。

[ scp /abc/smn pie, b 61234@looalhost 

ヽ

ノ
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Q. MPIジョブの出カファイルにバイナリデークが書き込まれてしまう

A. :tvlPI並列実行を行うプログラムで各プロセスが同名ファイルにデータを出力するよう記述してい

ると、バイナリが書き込まれてしまう場合があります。

大規模計算機システムのような共有ファイルシステムにおいて各プロセスが同名のファイルにデ

ータを出力することは、各プロセスが同一のファイルにデータを出力することと同じであるため、

プロセス間で競合が発生した際にデータが破損してしまい、バイナリデータが書き込まれてしま

うことがあります。プロセスごとに別名のファイルに出力するか、 :tvlPI-IOという :tvlPI用の入出力

インターフェースを利用することで、プロセス間の競合を防ぐことが可能です。

参考:(FAQ)Iv.lPIの実行結果を 1つのファイルに出力したい

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac. jp/faq/20170519/ 

Q. MacOSから Xwindowを使用するアプリケーションを起動できない慟作が重い

A. XQuartsの仕様変更により、 Xwindowを使用する場合に正しく起動しないことがあります。

対策は以下の 2点です。

MacOSの xterm上で以下のコマンドを実行してください。XQuarts2. 7.10以降で、 iglxが標

準で使えなくなったため、以下のコマンドを実行しないとエラーが出力されます。

$ defaults write org.macosforge.xquartz.X11 enable_iglx -boo! true 

2. SSHの X 転送を早くするチューニングを実施してください。 JavaFXを使用する一部のアプ

リケーションでは、こちらの設定で若干挙動が軽くなる可能性があります。

ヽ

<. ssh/ config設定例＞

Host* 

Compression yes 

ForwardXl 1 yes 

Ciphers blowfish-cbc,arcfour 

Q. ジョブが EXT状態で止まってしまう

ーノ

A. ジョブが EXT状態で停止する原因の多くは、ディスク使用量の超過が原困です。この場合、停止

したジョブの標準エラー出力に「Diskquota exceeded」と出力されます。 usage_viewコマンド等で

自身のディスク使用量が超過していないか確認してください。

OCTOPUSの場合、ディスク領域がhome領域と work領域に分かれており、 home領域には全ユー

ザー律で 10GBの制限を設定しています。少し大きなデータを扱うだけで簡単に超過しますので、

本格的なプログラムの実行はwork領域をご利用ください。

参考： SX-ACE/VCCのファイルシステムについて

ht ://www.h c.cmc.osaka-u.ac.・/s stem/manual/use files stem/ 

参考： OCTOPUSのファイルシステムについて

htt ://www.h c.cmc.osaka-u.ac. ・/s stem/manual/octo us-use/files stem/ 
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